
JP 2017-202677 A5 2020.1.23

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】令和2年1月23日(2020.1.23)

【公開番号】特開2017-202677(P2017-202677A)
【公開日】平成29年11月16日(2017.11.16)
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【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｊ    2/175    ５０１　
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【手続補正書】
【提出日】令和1年11月22日(2019.11.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体を噴射する液体噴射ユニットであって、
　前記液体を噴射するためのノズルと、
　前記液体を流通させるための第１接続口と、
　流体を流通させるための第２接続口と、
　前記第１接続口と前記ノズルを連通する流路と、
　前記第２接続口に連通する分岐点と、
　前記分岐点と連通する第１室と、
　前記分岐点と連通する第２室と、
　を備え、
　前記第１室は、前記第２接続口を介して加圧され、
　前記第２室は、前記第２接続口を介して減圧されることを特徴とする液体噴射ユニット
。
【請求項２】
　前記第１室は、前記流路の容積を変えるものであり、
　前記第２室は、前記流路中の気泡を溜めるものであることを特徴とする請求項１記載の
液体噴射ユニット。
【請求項３】
　前記第１室への加圧により、前記第１室に付勢される可動膜と、
　前記第１室と前記可動膜との間に設けられ、前記第１室及び前記第２室に連通しない緩
衝室と、
　を備えることを特徴とする請求項１又は２記載の液体噴射ユニット。
【請求項４】
　前記緩衝室は、大気開放されていることを特徴とする請求項３記載の液体噴射ユニット
。
【請求項５】
　前記第１室と前記可動膜とが接する部分は、粗面化されていることを特徴とする請求項
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３又は４に記載の液体噴射ユニット。
【請求項６】
　前記第２室と前記流路との間に設けられた気体透過膜と、
　前記第２室と前記分岐点との間に、拡散抵抗を付与する蛇道と、を備え、
　前記第２室内を減圧することにより、前記流路内の気泡を前記第２室内に移動させるこ
とを特徴とする請求項１～５の何れか一項に記載の液体噴射ユニット。
【請求項７】
　前記第２室と前記流路との間に設けられた気体透過膜と、
　前記第２接続口に対して前記分岐点と反対側に、減圧維持手段を備えることを特徴とす
る請求項１～６の何れか一項に記載の液体噴射ユニット。
【請求項８】
　前記第２室と前記分岐点との間に、前記第２室から前記分岐点への流れのみを許容する
一方向弁を備えることを特徴とする請求項１～７の何れか一項に記載の液体噴射ユニット
。
【請求項９】
　前記第２室の容積の拡縮を規制する規制部を備えることを特徴とする請求項１～８の何
れか一項に記載の液体噴射ユニット。
【請求項１０】
　前記第１室の容積の縮小を規制する規制部を備えることを特徴とする請求項１～９の何
れか一項に記載の液体噴射ユニット。
【請求項１１】
　前記第１室と前記第２室とは、少なくとも一部において、異なる部材により形成されて
いることを特徴とする請求項１～１０の何れか一項に記載の液体噴射ユニット。
【請求項１２】
　前記第１室と前記第２室とのうち一方は、前記流路と隣接し、
　前記第１室と前記第２室とのうち他方は、前記流路と隣接しないことを特徴とする請求
項１～１１の何れか一項に記載の液体噴射ユニット。
【請求項１３】
　前記第２室は、前記第２接続口を介して前記第１室が加圧されるときに同時に加圧され
、
　前記第１室は、前記第２接続口を介して前記第２室が減圧されるときに同時に減圧され
ることを特徴とする請求項１～１２の何れか一項に記載の液体噴射ユニット。
【請求項１４】
　前記第１接続口には、第１圧力調整機構が接続され、
　前記第２接続口には、前記第１圧力調整機構と異なる第２圧力調整機構が接続されるこ
とを特徴とする請求項１～１３の何れか一項に記載の液体噴射ユニット。
【請求項１５】
　前記流体は、気体であることを特徴とする請求項１～１４の何れか一項に記載の液体噴
射ユニット。
【請求項１６】
　前記第１室が加圧されたときに前記液体の流れを許容し、前記第１室が加圧されないと
きに前記液体の流れを許容しない第１弁機構と、
　前記第２室が減圧されたときに前記流体の流れを許容し、前記第２室が減圧されないと
きに前記流体の流れを許容しない第２弁機構と、を備えることを特徴とする請求項１～１
５の何れか一項に記載の液体噴射ユニット。
【請求項１７】
　請求項１～１６の何れか一項に記載の液体噴射ユニットと、
　前記第１室を、前記第２接続口を介して加圧する加圧モードと、
　前記第２室を、前記第２接続口を介して減圧する減圧モードと、に制御可能な制御部を
具備することを特徴とする液体噴射装置。
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【請求項１８】
　液体を噴射するためのノズルと、
　前記液体を流通させるための第１接続口と、
　流体を流通させるための第２接続口と、
　前記第１接続口と前記ノズルを連通する流路と、
　前記第２接続口に連通する分岐点と、
　前記分岐点と連通する第１室と、
　前記分岐点と連通する第２室と、
　を備えた液体噴射ユニットの駆動方法であって、
　前記第２接続口から前記第１室を加圧する工程と、
　前記第２接続口から前記第２室を減圧する工程と、を具備することを特徴とする液体噴
射ユニットの駆動方法。
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